
３ ムダを徹底的に排除し、成果を意識した行財政運営 

※「実績」欄の平成 26年度決算額は見込額。 
 
【評価区分の凡例】 

〔取組の実施状況〕   Ａ：実施できた  Ｂ：一部に実施できない取組があった  Ｃ：実施できなかった 

〔成果目標の達成状況〕 ①：成果目標を概ね達成できた  ②：成果目標を達成できなかった 

(9) 

ア 

職員づくり、人材マネジメント 

改革を担う職員づくり 

＜取組所管＞ 

・取組①～③：区 

・取組④～⑧：局・室 

 

□ ３年間の取組と成果の総括 

・成果目標の達成には至らなかったものの、「職員づくり」に関する基本方針を策定し、職員が前向き

で主体性・チャレンジ意識を持つとともに、気づきを促進するために、職員の意識調査や区長表彰、

職場改善運動のほか、研修をはじめ市民満足を高めるための各種取組を進めることができた。 

・職員が前向きで主体性・チャレンジ意識を持つとともに、職員の気づきを促進するために、新たに

企画・発想力向上研修等を実施した。また、職員提案制度の活性化を図ったことで、職員の企画立

案力や市政運営への参加意識は高まっているが、成果目標の達成には至らなかった。 

 

□ ３年間の取組状況 

・海外研修をより活性化するため、大学教授の指導のもと他の団体職員も参加する全国市町村国際文

化研修所主催の海外研修に、人事評価の優秀な職員を平成 26年度から派遣した。（取組④） 

・職員が政策的な提案ができる制度として「提案たまご育てる制度」があったが、「職員提案制度」と

類似しており、分かりやすい制度にするために、平成 25 年度に制度を一本化して活性化を図った。

（取組⑤） 

・区長及び所属長（局長）の公募を実施した（平成 24 年度以降、区長 24名、所属長（局長）11名を

任命）。また、自ら勤務部署を希望することができるＦＡ制度を新たに導入し、庁内公募の充実を図

った。（取組⑥） 

・平成 25 年度から事業企画担当職員を対象とした「企画・発想力向上研修」「政策立案力向上研修」

を実施した。（取組⑦） 

・平成 24年度から平成 26年度にかけて、ポジティブ・アプローチ手法の研修をはじめ、ポジティブ・

アプローチ手法を活用したダイアログの実践モデルの提示やダイアログ研修を実施した。（取組⑧） 

※取組①～③については、次ページ（各区の状況）を参照。 

【取組の実施状況】取組①：Ａ 24区、取組②：Ａ 24 区、取組③：Ａ 22区・Ｂ 1区・Ｃ 1区、 

取組④：Ａ、取組⑤：Ａ、取組⑥：Ａ、取組⑦：Ａ、取組⑧：Ａ 

 

□ 成果目標の達成状況 

目 標 実 績 評価区分 

仕事にやりがいを感じている・ある程度感じ

ている職員の割合 

 

平成 26年度までに 90％以上 

平成 26年度 区職員平均  77.2％ 

（各区内訳） 

60％台   3区 

70％台 14区 

80％台  7区 

 

平成 26年度 市職員平均  80.1％ 

② 

 

□ 課題と今後の方向性 

・これまでの新たな取組は、一定の成果が出ているものの十分とは言えず、引き続き改革を進めてい

く必要があり、職員の気づきを促進し、職員が前向きで主体性・チャレンジ意識を持つための人材

育成の取組を推進する。（取組④⑤⑦） 

・職員間の対話を促進するため、引き続き、ダイアログ研修等のサポートを実施する。（取組⑧） 

※取組①～③については、次ページ（各区の状況）を参照。 
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